
              成果報告書「学校指定における包括的な学校改善の取組」 
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別海町立上西春別小学校 指定年度：H30～ 

児 童 数：144 名 

 
 
①教育理念や経営方針の浸透 

 ・カリキュラム・マネジメントの充実を通して、「社会に開

かれた教育課程」の実現を目指すために、学校の教育目

標と「目指す子ども像」を改訂した。 

・学校・家庭・地域で、教育目標や「目指す子ども像」を

共有するため、平易な言葉で評価が可能な内容にした。 

・カリキュラム・マネジメントの中核となる総合的な学習

の時間で育成する資質・能力と内容の整合性を図るよう

にした。 

②協働意識の高揚 

・教育の質の向上と働き方改革の推進を両立するため、教

職員の協働意識を高揚させるとともに、校務運営委員会

の機能を生かし、校務分掌間の共通理解と連携を図りな

がら、業務改善と教育活動等の見直しを推進した。 

・教育活動等の見直しに合わせて、学校生活の手引きとし

て保護者向けに「上西小ガイド」を発行したことにより、

教職員の共通理解が深まるとともに、協働意識の高揚が

見られた。 

③コミュニケーション及び人材育成 

・令和２年度は、教員としての経験を積み重ね、組織的・計画的

に人材育成に取り組むことができるよう、第６学年の学級のみ

ベテランの教員が担任し、残りの５学級は全て初任段階教員が

担任した。 

・初任段階教員の学級担任をサポートする体制として、低・中・高

の各ブロックの特別支援学級にベテランの教員を配置するととも

に、各ブロックのベテランの教員がメンター役となり、日常的に

交流を促進し、指導助言を行うことができる体制を整備し、業務

の効率化が図られるようにした。 

・全学年の国語科・算数科においてＴＴによる指導や習熟度別少人数指導を導入したことに

より、教材研究や指導の状況を複数の教員が日常的に確認するとともに、指導の在り方を

交流するようになり、初任段階教員の指導力が高まった。 

・校内研究では、研究主題を踏まえ、各教員の指導上の課題に応じた個人研修テーマを設定

したことにより、日常の授業改善の意識が高まった。 

 
 
□初任段階教員の育成を窓口として、学校全体の体制を総合的に見直し再構成したことによ

り、学校全体で互いの授業を参観し助言し合う姿がより多く見られ、授業改善の取組が推進

されてきた。 

□新学習指導要領実施と働き方改革を「学校力の向上＝授業の質 

の向上」という視点で結び付け、学校の教育目標を改訂すると 

ともに、教育課程や業務の改善を図ることができた。 

■ハード（しくみ）に不可欠なのはハート（意識）であるという 

職員風土が確固なものとなるよう、取組を継続していく必要が 

ある。 

 

 

２ 取組の成果と課題 （□：成果 ■：課題） 

１ 包括的な学校改善に向けた取組の概要 

【日常的なメンター研修】 

【改訂した目指す子ども像】 

 

【教育活動の見直し】 

【教員の平均在校等時間】 

見直した主な教育活動等 
～授業と授業準備を充実するために～ 
○運動会の種目精選(表現種目の集約) 
○学習発表会を音楽発表会へ変更 
○５学年宿泊学習の校内実施(防災学習) 
○放課後時間を確保できる日課表への改訂 
○連絡網のメール化 
○学級通信の精選(原則週１回) 
○家庭訪問の簡略化 
○参観日懇談会の工夫(学級資料の省略) 
○通知表発行回数の減(年３回→２回) 

 

－50－ 


